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京
都
企
業
の
人
材
不
足
感

　

京
都
銀
行
と
当
社
で
は
、
京
都
府

内
企
業
を
対
象
に
景
気
動
向
調
査
で

あ
る
「
京
銀
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
サ
ー

ベ
イ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
調
査
で
企
業
の
業
況
感
を
示
す

業＊
１

況
判
断
Ｄ
Ｉ
と
人
員
の
過
不
足
を

示
す
雇＊
２

用
判
断
Ｄ
Ｉ
を
調
査
し
て
お

り
、
図
１
に
そ
の
推
移
を
示
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
、
２
０
２
０
年
の
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
は

大
幅
に
悪
化
し
た
一
方
、
雇
用
判
断

Ｄ
Ｉ
は
過
剰
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
経
済
活
動
の
正
常
化
に
伴
い
、

直
近
の
２
０
２
３
年
８
月
調
査
で
は

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
ま
で
業
況
判
断

Ｄ
Ｉ
は
改
善
し
た
一
方
、
雇
用
判
断

Ｄ
Ｉ
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
で
人
材

不
足
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

昨
今
の
人
材
不
足
を
解
消
す
る
手

段
と
し
て
、
中
小
企
業
庁
は
今
年
６

月
に
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
特
に
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
と
支
援
機
関
が
伴
走
し
て

人
材
面
の
課
題
解
決
を
目
指
す
際
に

利
用
す
る
目
的
で
作
成
さ
れ
た
も
の

で
す
。
そ
こ
で
あ
げ
ら
れ
て
い
る
３

つ
の
ス
テ
ッ
プ
の
う
ち
、
今
回
は
最

初
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
み
て
い
き

ま
す
。

経
営
課
題
と
人
材
課
題
を

見
つ
め
直
す

　

ス
テ
ッ
プ
１
で
は
図
２
の
よ
う
に

10
個
の
経
営
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
経
営
者
の
方
々
が
日
々
か
か

え
ら
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
経
営
課

題
の
背
景
に
は
人
材
面
の
課
題
が
潜

ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

人
材
面
の
課
題
を
経
営
者
自
ら
戦
略

的
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
経
営
課

題
解
決
の
近
道
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
材
面

の
課
題
が
潜
ん
で
い
る
か
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

課
題
１
の
ケ
ー
ス

　

課
題
１
の
ケ
ー
ス
で
想
定
さ
れ
る

人
材
面
の
課
題
を
図
３
の
よ
う
に
整

理
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
次
の
よ

う
な
３
つ
の
課
題
を
か
か
え
て
い
な

い
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
取
引
先
に
営
業
は
か
け
て
い
る
が
、

受
注
を
増
や
せ
な
い

□
従
来
の
顧
客
が
離
れ
た
た
め
、
新

た
な
顧
客
を
増
や
し
た
い

□
国
内
市
場
が
縮
小
し
て
い
る
た
め
、

海
外
へ
の
輸
出
を
増
や
し
た
い

　

こ
れ
ら
３
つ
の
課
題
に
あ
て
は
ま

　今年５月、コロナウイルスが第５類感染症に移行したことで、全国的に観光客はコロナ禍前の活気を取り
戻しています。景気が緩やかに持ち直している一方で、主に中小企業のサービス業を中心に人材不足が深刻に
なっています。生産年齢人口の減少傾向もあり、今後人材不足はさらに深刻になると考えられています。
今回は、当社で行っている調査をもとに人材不足の状況を確認し、その課題解決の一助となる人材戦略を
中小企業庁が発表しているガイドラインに基づいて紹介します。

３つのステップで考える人材戦略①
―経営課題から人材課題を見つめ直す

＊1：業況判断DI：自社の業況について「良い」「普通」「悪い」の３項目から選択していただき、業況が「良い」とする企業の割合（％）から「悪い」とする企業の割合（％）を差し引いた指標。業況が良い際はプラスの水準が高くなる。
＊2：雇用判断DI：自社の雇用について「過剰」「適正」「不足気味」の3項目から選択していただき、雇用が「過剰」とする企業の割合（％）から「不足気味」とする企業の割合（％）を差し引いた指標。雇用が過剰の際はプラスの水準が高くなる。
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図 1　業況DIと雇用判断DIの推移

出所：中小企業庁「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」より当社にて作成

課題 １ 　営業が不十分／販路を拡大できない
課題 ２ 　商品・サービスの開発・改善ができない
課題 ３ 　技術力の向上に取り組めず、研究開発が進まない
課題 ４ 　生産管理が十分にできていない
課題 ５ 　財務体質を改善できない／価格転嫁ができない
課題 ６ 　デジタル化等による業務効率化やコスト削減の必要がある
課題 ７ 　人材確保に努めているが採用に至らない・定着しない
課題 ８ 　賃上げができない
課題 ９ 　人材育成が十分にできていない
課題10　事業を承継する後継者が見つからない

図 2　人材課題を見つめ直すための10個の経営課題
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っ
た
場
合
、
そ
の
背
景
と
し
て
次
の

よ
う
な
悩
み
は
な
い
か
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
営
業
担
当
者
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
方
針
や
管
理
手
法
・
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
確
立
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

や
、
新
規
顧
客
獲
得
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
が
描
け
て
い
な
い
ケ
ー
ス
、

国
内
外
で
潜
在
的
な
需
要
が
ど
こ
に

あ
る
か
分
析
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
を
構
想
し
、
内
部
に
浸
透

さ
せ
、
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
中

核
人
材
の
採
用
・
育
成
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
営
業
担
当
者
向
け
の
研
修

を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
営
業
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
で
は
、
営
業
担
当
人
材
の
知
識
・

経
験
の
不
足
や
、
販
路
拡
大
に
挑
む

意
欲
の
欠
如
が
課
題
で
業
務
人
材
の

採
用
・
育
成
が
必
要
で
す
。

課
題
７
・
８
・
１０
の
ケ
ー
ス

　

課
題
７
・
８
・
10
の
ケ
ー
ス
で
想

定
さ
れ
る
人
材
面
の
課
題
を
図
４
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
ま
す
。
次
の
よ

う
な
課
題
を
か
か
え
て
い
な
い
か
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
能
力
開
発
・
昇
進
等
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
賃
金
・
労
働
時
間

等
の
処
遇
の
改
善
施
策
を
企
画
し
、

実
行
で
き
る
人
材
が
い
な
い
ケ
ー
ス

や
、
主
力
従
業
員
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
ケ
ー
ス
に
は
、
人
事
管
理
の

う
ち
、
採
用
や
処
遇
改
善
の
た
め
の

施
策
を
企
画
・
実
行
す
る
中
核
人
材

の
採
用
・
育
成
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
人
材
採
用
の
経
験
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
が
い
な
い
ケ
ー

ス
に
は
、
採
用
担
当
の
人
材
を
育
成
・

採
用
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
業
務

人
材
の
採
用
・
育
成
が
必
要
で
す
。

　

他
の
経
営
課
題
に
関
し
て
も
同
じ

よ
う
に
具
体
的
な
課
題
を
洗
い
出
し
、

人
材
面
の
課
題
解
決
に
何
が
必
要
か
、

中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
社
の
経
営
課

題
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
ご
確
認
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
の
先
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
次
回
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

当
社
は
、
10
月
に
㈱
京
都
総
合
経

済
研
究
所
か
ら
㈱
京
都
総
研
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
社
名
を
変
更
し
ま
し

た
。
今
ま
で
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

や
京
銀
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｐ
Ａ
）
会
員
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
た
中
堅
・
中
小
企
業

向
け
の
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
中
堅
・

中
小
企
業
の
経
営
課
題
（
人
材
紹

介
・
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｉ
Ｔ
・

Ｄ
Ｘ
化
、
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
等
）

に
対
し
て
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
課
題

解
決
が
で
き
る
伴
走
型
の
総
合
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
回
の
よ
う
な
人
材
の
課
題
に
対

し
て
も
、
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
京
都
総
研
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

調
査
部
長　

楢
舘
孝
寿

　
　
　
　
　

 

研
究
員　

藤
木
雄
介
）

■
参
考
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

中
小
企
業
庁
：「
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
人
材
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

https://w
w

w
.chusho.m

eti.go.jp/keiei/
koyou/hitodebusoku/guideline.htm

l

出所：中小企業庁「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」より当社にて作成

課題 １   営業が不十分／販路を拡大できない
チェック１  例えば、次のような課題を抱えていませんか？

チェック２  背景として、以下のような悩みがありませんか？
□取引先に商品・サービスの魅力を
効果的に伝えるメッセージを作成
できない

□ 既存の顧客をつなぎとめる交渉を
進められる人材がいない

□ 営業担当者のマネジメント方針や
管理手法・マニュアルが確立して
いない

□ 新規顧客獲得のマーケティング
戦略が描けていない

□ 国内外で潜在的な需要がどこに
あるか分析できない

マーケティング戦略を構想し、内部に
浸透させ、実行することができる中核
的な人材の不足が課題となっている。
（中核人材の採用・育成が必要）

営業担当人材の知識・経験の不足や、
販路拡大に挑む意欲の欠如が課題と
なっている。
（業務人材の採用・育成が必要）

□ 従業員が兼任で営業も担当して
おり、営業に強い従業員がいない

□営業担当者向けの研修を実施して
おらず、営業のスキルアップが図ら
れていない

□ 営業担当者からフィードバックや
営業・販路拡大に関する提案が出
てこない

□取引先に営業はかけているが、受注を増やせない
□従来の顧客が離れたため、新たな顧客を増やしたい
□国内市場が縮小しているため、海外への輸出を増やしたい

図 3　課題１のケース

出所：中小企業庁「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」より当社にて作成

チェック  次のような具体的な課題を抱えていませんか？
□ 事業計画と連動した採用計画を
設計し、方針を言語化できる人材が
いない

□ 能力開発・昇進等のキャリアパスや
賃金・労働時間等の処遇の改善施策
を企画し、実行できる人材がいない

□主力従業員の高齢化が進んでいる
□事業承継を検討しているが、経営者
の親族内に適任者がいない

人事管理のうち、採用や処遇改善のた
めの施策を企画・実行する人材を確保・
育成できないことが課題となっている。
（中核人材の採用・育成が必要）

採用担当の人材を育成・採用できない
ことが課題となっている。
（業務人材の採用・育成が必要）

□ 人材採用の経験・ノウハウを持つ
人材がいない

□ 自社の魅力や強みを十分に把握
できている人材がいない

課題 ７   人材確保に努めているが採用に
至らない・定着しない

課題 ８   賃上げができない
課題10  事業を承継する後継者が見つからない

図 4　課題７・課題８・課題10のケース


